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とても読みやすい本になっ
ているとの第一印象を

持った。本書で特筆すべきは，
Q&A形式で書かれており，し
かも「Q」の質問文がわかりや
すく実際的な言葉で表現されて
おり，誰にもなじみやすい点で
ある。そのため本書を手にした
当事者とその家族などの一般の
方々にとっても以前から聞いて
みたかった疑問点があちこちに
散らばっているように感じると
思う。そのことについてまえが
きでは編集をされた金生由紀子
先生が本書の来歴として『精神
医学』という雑誌で一般臨床の

医師から質問を募りそれを
「Q」とし，編集委員会で「A」
を執筆する専門家に依頼すると
いったこれまでにない手法で作
成されたと説明されている。こ
のようなユニークかつ卓越した
手順は結果的に相応の時間と労
力を要したものと想像するが，
その成果が本書にギュッと詰
まっていることがよくわかる。
読んでいて抵抗感なく「Q」か
ら「A」の最後まで頭に入って
くるのがとても心地よい。まさ
に発達障害にかかわる人々に
とっての福音書といえるだろ
う。また，巻末の索引は臨床家

にとって重宝する部分だ。
　私はこれまで気分障害の患者
の復職支援（リワーク）に関与
してきたが，うつ病や双極症を
併存した神経発達症をはじめ，
職場でのコミュニケーション障
害を契機とする不適応が休職の
原因とされる社員がとても多い
ことを実感している。
　きっとリワークを実践してい
る精神科医にとっても座右の書
の一冊となるのは間違いないと
実感した。
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